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図 3 Atkinson & Shiffrin(1968)による記憶のモデル 
 
















図 4 作業記憶のモデル（Baddeley(2003)に基づいて改変） 
 

































































































































































図 12 全属性仮説における視覚特徴と反応の結合 
 
 








実験参加者のうち１２名はコンピュータ（DELL Precision 390）および CRTディスプレ





























の時間内に反応がなかった場合は 900Ｈｚのブザー音を 0.15 秒ならした。不正解時と反応
が間に合わなかったことを区別するためにブザー音の周波数を変えている（周波数は十分
に弁別できる値を実験的に決定した）。特徴数が増えると特徴の統合により多くの時間がか





























１回目 ２回目 ３回目 
a ３属性条件 ２属性条件 １属性条件 
b ２属性条件 ３属性条件 １属性条件 
c １属性条件 ３属性条件 ２属性条件 





の組み合わせからなる。色は赤、緑、青、黄または灰色（DELL UltraScan P780では 7.2 cd/m2



























































表 3 提示アイテムの特徴と正反応の組み合わせ（３属性条件、２属性条件） 
 
 
表 4 提示アイテムと正反応キーの組み合わせの例（３属性条件） 
 
 





表 6 １属性条件の提示アイテム組み合わせ 
 
 































































































































図 25 前試行から変化した属性別の正答率（２属性条件 色-形アイテム） 
 
図 26 前試行から変化した属性別の正答率（２属性条件 形-運動アイテム） 
 
 


























































































































































































図 32 実験２Ａ：アイテムと正反応キーの対応付け 
 
表 8 実験２：反応キーの割り当て 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
１ Ｙ Ｙ Ｔ Ｔ 
２ Ｔ Ｔ Ｙ Ｙ 
３ Ｔ Ｙ Ｔ Ｙ 
４ Ｙ Ｔ Ｙ Ｔ 
５ Ｙ Ｔ Ｔ Ｙ 
































また、押下したキーに偏りがないか、正しくキーを押せていたか調べるために False  
Alarm率を計算した（図 35）。結果を見ると、色-形反応連合の False Alarm率が低いこと
から、色-形反応連合と他の反応連合を区別し、正しく正答できていたことが分かる。また、
他の反応連合の False Alarm 率は大体同じ値であった。各反応連合の１０～１４ブロック












図 34 実験２Ａ：１０～１４ブロックの正答率 
 
 




































































































































向が高くなることが予想されるため、False Alarm 率についても出力した（図 43）。結果
は３属性反応連合の False Alarm 率が他の反応連合と比べて高い傾向となった。そこで、






正答率を False Alarm率を用いて再計算した指標(A’)を図 45に示す。A’とは、ROC 曲線の
下側領域の面積を正答率とみなしたとき、これを近似的に求める手法である（Pollack & 
Norman, 1964; Aaronson & Watts, 1987）。本実験では、False Alarm率を正反応キー以外
のキーを押下したこととして A’を計算している。 
結果を見ると、最も高い値が色-形反応連合であり、形-運動反応連合、色-運動反応連合、








図 42 実験２Ｂ：正答率の推移 
 
 






































図 47 実験２Ｂ：アイテム別の正答率の推移 
 
 










意識的に覚えてしまう傾向があり、実際に False Alarm 率が高くなってしまった。また、
３属性アイテムが連続して提示される確率も高くなるため試行錯誤する中でも記憶しやす
い環境にあった。そこで、正答率を直接比較することができないために A’を計算し比較し




















































































表 11 実験３：反応キー割り当ての組み合わせ 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
１ Ｙ Ｙ Ｔ Ｔ 
２ Ｔ Ｔ Ｙ Ｙ 
３ Ｔ Ｙ Ｔ Ｙ 
４ Ｙ Ｔ Ｙ Ｔ 
５ Ｙ Ｔ Ｔ Ｙ 





































Alarm率を計算した（図 54）。結果は、色-形反応連合の False Alarm率が他の反応連合よ
りも低く、３属性反応連合の False Alarm 率が高い傾向にあった。各反応連合の１０～１









図 52 実験３Ａ：正答率の推移 
 
 








図 54 実験３Ａ：FalseAlarm率の推移 
 
 




















































































ムが出た時にだけ正しく正答キーを押せているか確かめるために False Alarm 率について
も出力した（図 59）。結果は３属性反応連合のみ False Alarm率が高いという結果となっ
た。１～４の学習時には２属性反応連合とほぼ同様の推移を辿るが、８ブロック目以降よ













図 58 実験３Ｂ：正答率の推移 
 
 

































図 63 実験３Ｂ：アイテム別の正答率の推移 
 
 









































































































































































































































































































































































表 14 色-形-運動：単体特徴と特徴ペアの結合 
 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
Ｒ 1 1 0 1 
G 0 1 1 1 
△ 1 0 1 1 
□ 0 1 1 1 
㊨ 1 2 0 1 
㊧ 1 0 2 1 
Ｒ△ 2 0 0 0 
Ｒ□ 0 1 0 1 
Ｇ△ 0 0 1 1 
Ｇ□ 0 1 1 0 
 
表 15 色-形-運動：各特徴からの結合度合い 
 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
A1(Ｒ△㊨) 5 3 1 3 
A2(Ｒ△㊧) 5 1 3 3 
B1(Ｒ□㊨) 2 5 1 4 
B2(Ｇ□㊨) 1 5 3 3 
C1(Ｇ△㊧) 2 1 5 4 
C2(Ｇ□㊧) 1 3 5 3 
D1(Ｒ□㊧) 2 3 3 4 
D2(Ｇ△㊨) 2 3 3 4 
 
表 16 色-形-運動：反応のシミュレーション結果 
 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
A1(Ｒ△㊨) 88% 6% 0% 6% 
A2(Ｒ△㊧) 88% 0% 6% 6% 
B1(Ｒ□㊨) 1% 73% 0% 27% 
B2(Ｇ□㊨) 0% 88% 6% 6% 
C1(Ｇ△㊧) 1% 0% 73% 27% 
C2(Ｇ□㊧) 0% 6% 88% 6% 
D1(Ｒ□㊧) 2% 13% 13% 73% 








らの結合重みを計算したものが表 18、シグモイド関数（a=0.7 ,b =4.9）から押下する確率
を計算したものが表 19である。 
 
表 17 色-形-テクスチャ：単体特徴と特徴ペアの結合 
  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
Ｒ 1 0 0 1 
G 0 1 0 1 
△ 1 0 0 1 
□ 0 0 1 1 
＃ 0 0 1 1 
∴ 0 1 0 1 
赤△ 6 0 0 0 
緑△ 0 0 0 1 
赤□ 0 0 0 1 
緑□ 0 0 0 0 
赤＃ 0 0 0 0 
赤∴ 0 0 0 1 
緑＃ 0 0 0 1 
緑∴ 0 6 0 0 
＃△ 0 0 0 1 
＃□ 0 0 6 0 
∴△ 0 0 0 0 











表 18 色-形-テクスチャ：各特徴からの結合度合い 
 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
A1(Ｒ△∴) 8 0 1 4 
A2(Ｒ△＃) 8 1 0 4 
B1(Ｒ□∴) 1 8 0 4 
B2(Ｇ□∴) 0 8 1 4 
C1(Ｇ△＃) 1 0 8 4 
C2(Ｇ□＃) 0 1 8 4 
D1(Ｒ□＃) 1 1 1 6 
D2(Ｇ△∴) 1 1 1 6 
 
表 19 色-形-テクスチャ：反応のシミュレーション結果 
  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
A1(Ｒ△∴) 84% 1% 2% 14% 
A2(Ｒ△＃) 84% 2% 1% 14% 
B1(Ｒ□∴) 2% 84% 1% 14% 
B2(Ｇ□∴) 1% 84% 2% 14% 
C1(Ｇ△＃) 2% 1% 84% 14% 
C2(Ｇ□＃) 1% 2% 84% 14% 
D1(Ｒ□＃) 4% 4% 4% 88% 
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